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1.体のしくみ（反射、呼吸） 

 用語を理解できていれば得点源にしやすい単元である。難易度も全体的に低め。 

 

 （2）②関節の動きによる筋肉の伸び縮みについて考える問題。このような完答を 

   求められる問題が複数出題されているため注意したい。難易度は標準的。 

 

 （3）②呼吸に関する記述問題。呼気と吸気の違いをしっかり理解しておきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.天体（金星） 

 過去 5年で天体分野は 2回ほど出題されているが、金星からの出題は珍しい。 

難易度はやや高め。 

 

 （3）金星の動き方に関する問題。方位や時間帯を答える  

     ものは多いが、沈み方を聞くものは珍しい。 

難易度はやや高め。 

 

 （4）金星の見える位置に関する問題。金星の大きな特色  

     の一つであるのでしっかりと覚えておきたい。 

難易度は標準的。 

 

 （6）星座の見える時間帯を答える問題。日周運動と年周運 

  動を組み合わせることができるかがポイント。難易度は

やや高め。 



  

3.気体、密度 

 気体に関する問題は実力テスト等でも頻繁に出題されているものである。難易度

も標準的である。 

 

 （1）気体 

   ②水素が発生する物質を選ぶ問題。酸に金属が溶けることで発生することは 

   覚えておきたい。難易度は標準的。 

   ④アンモニアの性質に関する問題。特徴的な部分であるのでしっかり覚えて 

   おきたい。難易度は標準的。 

 

 （2）密度 

   ①密度関連の計算問題。体積、質量、密度の関係をしっか理解できているか 

   がカギである。難易度はやや高め。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

4.運動と力 

 力の働き方と作図が中心の問題。苦手とする人の多い分野であるので注意したい。 

難易度は標準的。 

  

（1）運動と力 

   ①物体に働く正しい力を選ぶ問題。等速直線運動の特徴を理解しているかがポ 

    イント。難易度は標準的。 

 

（2）力の合成・分解 

①力の大きさを求める問題。力が 2 本のひも 

     に分散されていることをしっかり理解できて 

   いるかがポイント。難易度は標準的。 

 

 



  

5.総合問題（植物、化学変化、湿度、光など） 

 秋田県入試ではもはやお馴染みとなった総合問題である。これが第 5 問に来るの

は珍しい。難易度自体は標準的である。 

 

 （1）植物 

   ①用語自体は難しくないが、完答であるため注意したい。難易度は標準的。 

 

 （2）化学変化 

   ①濃度計算に関する問題。求める過程も記述しなければならないため注意し 

   たい。難易度はやや高め。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（3）湿度 

   ②湿度の計算問題。問題自体は標準的な湿度計算であるが、記述であること 

   に注意。難易度は標準的。 

 

 （4）光 

   ①光の経路の作図。鏡の作図は少し癖があるので注意したい。 

難易度はやや高め。 

   ②まとめが正しくなるように記述する問題。実験の結果から条件を読み取れ 

    るかがポイントである。難易度は標準的。 

 


